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Ｊ
Ｒ
富
山
駅
の
南
、
徒
歩
一
〇
分
ほ
ど
の
オ
フ
ィ
ス

街
に
、
通
り
に
沿
っ
て
幅
五
〇
㍍
ほ
ど
の
建
屋
が
建
っ

て
い
た
。
地
下
ト
ン
ネ
ル
の
発
進
基
地
と
な
る
防
音
ハ

ウ
ス
だ
。「
松
川
雨
水
貯
留
施
設
」
の
掘
進
は
こ
の
地
点

か
ら
始
ま
っ
た
。

　

富
山
市
の
下
水
道
整
備
は
一
九
五
〇
年
代
、
戦
災
復

興
計
画
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
主
な
事
業
は
、

市
の
中
心
街
と
な
る
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
南
側
か
ら
城
南
公
園

付
近
ま
で
の
約
二
七
七
㌶
に
お
け
る
生
活
排
水
と
雨
水

を
一
本
の
下
水
管
に
流
す
「
合
流
式
下
水
道
」
の
整
備

だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
方
式
で
は
大
雨
の
際
に
急
激

に
増
水
す
る
下
水
を
全
量
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

松
川
を
は
じ
め
市
内
を
流
れ
る
公
共
水
域
に
未
処
理
の

地
下
の
巨
大
パ
イ
プ
で
雨
水
を
貯
め
る

雨水、下水を調整池や貯水槽といった「面的」な構造物ではなく、地下の長大パイプ、「線的」な貯留管に蓄える。
管は全長の半分ほどの地点でほぼ90度方向に向きを変える。貯留管はL字型の構造だ。

雨
水
を
蓄
え
、

都
市
を
守
る

地
下
の
ト
ン
ネ
ル
。
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ま
ま
放
流
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
。
さ
ら
に
都

市
化
の
進
展
や
異
常
気
象
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
起
因
す

る
浸
水
被
害
が
深
刻
な
も
の
と
な
る
。
平
成
十
年
以
降

一
〇
年
間
で
述
べ
二
二
二
戸
が
浸
水
し
た
。
そ
こ
で
平

成
二
十
四
年
、
松
川
右
岸
一
七
八
㌶
区
域
に
お
い
て

「
松
川
の
水
質
保
全
」
と 

「
浸
水
被
害
の
解
消
・
軽
減
」

を
目
的
と
し
た
貯
留
施
設
の
計
画
が
決
定
。 

市
街
地
の

地
下
に
直
径
約
六
㍍
、
延
長
一
、〇
〇
〇
㍍
を
超
え
る

「
ト
ン
ネ
ル
」
を
掘
り
、
こ
れ
で
溢
れ
る
下
水
を
引
き
受

け
る
施
設
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。

　

現
在
、
現
場
は
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
よ
る
掘
進
を
終

え
マ
シ
ン
を
撤
収
、
雨
水
を
蓄
え
る
ト
ン
ネ
ル
は
完
成

目
前
だ
。「
大
都
会
の
真
ん
中
で
地
下
に
長
大
ト
ン
ネ

ル
を
掘
る
工
事
で
す
。
安
全
面
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
テ
ー
マ
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
」
と
、
出
迎
え
て

く
れ
た
佐
藤
工
業
㈱
の
宮
﨑
康
生
所
長
は
都
市
土
木
の

難
し
さ
を
話
す
。「
松
川
は
桜
の
名
所
で
す
し
、
隣
接
す

る
城
址
公
園
で
は
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
、
年
間
を
通
し
て
人
通
り
が
絶
え
な
い
エ
リ
ア
。
大

型
の
工
事
車
両
の
通
行
に
最
も
気
を
遣
い
ま
し
た
」。

　

富
山
の
中
心
市
街
地
に
は
「
セ
ン
ト
ラ
ム
」
と
い
う

路
面
電
車
が
走
っ
て
い
る
。
近
年
も
環
状
ル
ー
ト
が
新

設
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
足
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
こ
の
路
面
電
車
の
レ
ー
ル
が
防
音
ハ
ウ

ス
の
前
を
走
っ
て
い
た
。
当
初
、
現
場
に
進
入
す
る
ト

レ
ー
ラ
ー
は
軌
条
を
跨
い
で
バ
ッ
ク
で
現
場
に
進
入
す

る
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
多
い
時
で
一
日
九
〇

台
、
五
分
に
一
度
の
頻
度
で
出
入
り
す
る
。「
大
型
車
両

が
横
断
す
る
こ
と
で
レ
ー
ル
を
傷
め
る
懸
念
が
あ
る
。

防
音
ハ
ウ
ス
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
し
て
、
進
入
し

た
方
向
に
出
場
す
る
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
」。
タ
イ

今
年
の
三
月
に
は
北
陸
新
幹
線
が
延
伸
、観
光
地
・
北
陸
の
経
済
拠
点
と
し
て
、

さ
ら
な
る
街
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
富
山
市
。

路
面
電
車
が
走
る
街
路
は
広
く
見
晴
ら
し
が
い
い
。

静
謐
な
情
緒
に
満
ち
た
城
下
町
だ
。

し
か
し
、富
山
市
は
長
年
に
わ
た
っ
て
大
雨
の
浸
水
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。

市
が
取
り
組
ん
で
き
た
下
水
道
整
備
、そ
の
白
眉
と
も
い
え
る
施
設
建
設
の

第
一
段
階
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
て
い
る
。

都
市
直
下
の
長
大
ト
ン
ネ
ル
で
雨
水
を
蓄
え
る
貯
留
管
の
工
事
だ
。

富
山
市
松
川
貯
留
管
建
設
工
事

事  業  者：富山市上下水道局
発  注  者：日本下水道事業団
施  工  者：佐藤・前田特定建設
　　　　　共同企業体
工　　期：平成24年10月〜
　　　　　平成28年3月（予定）
工事内容
＜シールド工事＞
掘進延長：1,069m
最少曲線半径：R=50m
シールド機 ：泥土圧（φ6.16m）
＜立坑工事＞
発進立坑：1基
　　　　　10.05m×12.20m×
　　　　　19.22m（深さ）

工事概要

路
面
電
車
に
配
慮
し
た

防
音
ハ
ウ
ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト

神通川と平行するように市街地を蛇行する松川。
街のせせらぎの水質浄化も貯留管の重要な整備目的だ。

貯留管
（今回の工事）
浸水対策導水管

水質保全対策
導水管
貯留水送水管

マンホールなど
路面電車

下水幹線

富山市役所

富山県庁
松川

富山城址公園

す
ず
か
け
通
り

富山県警察本部
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ヤ
は
ゴ
ム
、
レ
ー
ル
は
鉄
製
だ
。
さ
ほ
ど
大
き
な
影
響

も
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
。「
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
セ
ン
ト
ラ
ム
は
『
鉄
道
』
で
す
。
想
定
で
き
る
危

険
因
子
は
全
て
排
除
し
た
か
っ
た
ん
で
す
」
と
宮
﨑
所

長
は
答
え
て
く
れ
た
。

　

防
音
ハ
ウ
ス
は
主
な
施
工
が
終
了
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
た
が
、

工
事
が
佳
境
を
迎
え
た
こ
ろ
は
資
機
材
が
所
狭
し
と
詰

め
込
ま
れ
、
ダ
ン
プ
が
入
場
し
た
ら
作
業
員
は
身
動
き

が
取
れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
だ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、

富
山
市
の
景
観
条
例
に
は
建
造
物
の
高
さ
は
一
二
・
五

㍍
以
下
と
い
う
規
制
が
あ
っ
た
。
狭
い
ハ
ウ
ス
内
の
ヤ

ー
ド
を
上
下
方
向
に
目
一
杯
使
い
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た

が
、
一
二
・
五
㍍
の
高
さ
で
は
そ
れ
に
も
限
界
が
あ
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
も
所
定
の
位
置
に
ダ
ン
プ
を
停
車
さ
せ
る

の
に
相
当
手
こ
ず
る
状
況
だ
っ
た
。
安
全
性
の
確
保
、

景
観
の
維
持
、
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は

山
積
し
て
い
た
が
、
そ
の
た
め
に
作
業
を
止
め
る
、
工

程
を
変
更
す
る
こ
と
は
選
択
肢
に
な
か
っ
た
。「
土
砂

の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
な
い
の
で
作
業
時
間
も
夕
方
ま

で
と
い
う
制
約
の
な
か
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
精
査
し
分

刻
み
で
車
両
を
誘
導
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
宮
﨑
所
長
は
振
り
返
る
。

　

施
工
は
順
調
に
進
捗
し
た
。
そ
れ
を
支
え
た
の
が
こ

の
現
場
の
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
だ
。
宮
﨑
所
長
は
着
工

前
か
ら
信
頼
の
置
け
る
作
業
員
に
声
を
か
け
、
富
山
の

現
場
に
結
集
さ
せ
た
。
直
前
に
赴
任
し
て
い
た
名
古
屋

の
現
場
か
ら
付
い
て
き
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
も
少
な
く

な
い
。「
優
秀
な
機
械
担
当
者
は
愛
情
を
込
め
て
設
備

の
手
入
れ
を
す
る
。
材
料
屋
さ
ん
も
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
高
品
質
の
資
材
を
調
達
し
て
く
れ
ま
し
た
。
機
械

も
止
ま
ら
ず
材
料
も
確
保
で
き
た
。
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
施
工
で
き
た
の
は
彼
ら
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

の
類
稀
な
力
が
大
き
い
で
す
ね
」
と
宮
﨑
所
長
は
賞
賛

と
感
謝
の
気
持
ち
を
の
ぞ
か
せ
た
。

　

宮
﨑
所
長
は
、
シ
ー
ル
ド
工
事
は
四
ヶ
所
目
。
山
岳

ト
ン
ネ
ル
も
経
験
し
た
が
、
主
に
中
京
地
域
の
都
市
土

木
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
土
木
の
現
場
デ
ビ
ュ
ー
は

二
五
年
ほ
ど
前
、
こ
こ
富
山
だ
っ
た
。「
十
数
年
ぶ
り
に

富
山
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、
驚
い
た
の
は
工
事
に
対

す
る
関
心
度
と
期
待
感
の
高
さ
で
し
た
」
と
話
す
。
現

場
事
務
所
の
一
角
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
を

置
き
、
工
事
の
進
捗
報
告
、
導
入
さ
れ
た
工
法
の
紹
介

な
ど
、
市
民
に
向
け
た
情
報
開
示
に
力
を
入
れ
た
。「
と

こ
ろ
が
行
政
関
係
や
関
連
団
体
の
見
学
希
望
が
殺
到
し

て
、
な
か
な
か
地
元
市
民
の
皆
さ
ん
に
現
場
を
見
て
い

た
だ
く
こ
と
が
難
し
い
状
態
で
し
た
」。
大
変
申
し
訳

な
か
っ
た
と
宮
﨑
所
長
は
頭
を
掻
く
。
そ
れ
で
も
市
民

を
対
象
と
し
た
見
学
会
の
参
加
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

八
〇
名
の
定
員
に
対
し
一
、三
四
八
名
の
応
募
が
あ
っ

た
。
名
古
屋
な
ど
都
市
部
で
は
珍
し
く
な
い
シ
ー
ル
ド

工
事
も
、
富
山
に
お
い
て
は
こ
れ
ほ
ど
大
掛
か
り
の
施

工
は
初
め
て
の
事
業
だ
。
大
き
な
関
心
を
集
め
た
こ
と

も
う
な
ず
け
る
。
見
学
者
は
こ
れ
ま
で
に
一
、八
〇
〇

名
に
達
し
た
。
そ
の
期
待
に
応
え
た
い
と
、
い
つ
に
も

「チームワークの重要性」、これ
に尽きます。事業者である富山

とって多少なりとも負担となるイベン
トです。しかし、せっかく現場を見に来
てくれるのだからと、台車や資材を一
旦撤収するなど率先して場内を整えて
くれたのは彼らでした。
　みんなで一つのものを造る。全員で
周囲からの期待に応える。順調な施工
の推進力となったのは現場の一体感で
す。その大切さを改めて強く感じた現
場でした。

市、発注者の日本下水道事業団、そし
て何よりも市民のみなさんからこの工
事、施設建設に寄せられる期待感は想
像以上のものがありました。そのため、
当然のことですが工期の遅れ、事故や
災害は許されません。身が引き締まる
思いでした。
　正直なところ見学会は作業員たちに

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

佐藤工業株式会社
松川シールド作業所 所長

宮﨑康生
Yasuo Miyazaki

増
し
て
施
工
に
力
が
入
っ
た
と
い
う
。

　

計
画
の
全
体
像
は
こ
の
貯
留
管
の
施
工
だ
け
で
は
な

い
。
今
後
、
松
川
沿
い
の
雨
水
吐
口
か
ら
川
に
流
れ
込

ん
で
い
た
下
水
を
貯
留
管
へ
導
く
導
水
管
、
貯
留
管
に

溜
ま
っ
た
雨
水
を
ポ
ン
プ
で
既
存
の
下
水
管
に
送
る
貯

留
水
送
水
管
な
ど
を
建
設
す
る
。
事
業
は
三
年
後
ま
で

継
続
さ
れ
る
予
定
だ
。
着
工
か
ら
六
年
が
か
り
の
大
事

業
だ
。

　

宮
﨑
所
長
は
、「
発
祥
の
地
・
富
山
で
『
ト
ン
ネ
ル
の

佐
藤
』
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
完
璧
な
施
工
を
目
指
し

ま
す
」
と
気
合
を
入
れ
て
い
る
。

地下約20m、シールドマシンの発進ポイントに至る立坑。土
留には特殊なソイルセメントを用いて連続壁を構築する、環
境に優しいECO-MW工法が採用された。

上／掘削終点では役割を
終えたマシンの一部がそ
のまま壁体になる。道路
や鉄道とは違いシールド
の到達立坑はない。あく
まで雨水を蓄える貯留管
のトンネルなのだ。
下／直径6m、全長約1,0 
70m の貯留管の掘進は
ここから始まった。この
巨大地下施設が、1 時間
あたり 58㎜の降雨でも、
想 定 さ れ る 51.5ha の
33％のエリアで浸水被害
を解消する。

防音ハウスの壁面には公募によって市民から寄せられた「私の好きな富山」の写真が飾られた。そのすぐ目の前を路面電車が行き交っている。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
完
璧
な
施
工
を

地
元
の
期
待
に
土
木
力
で
応
え
る


